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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枠体と内障子と外障子とを備え、
　枠体の上枠は、室外側に垂下片を有し、
　外障子は、上框の室外側面から上方に張り出す延出片を有し、外障子の上框の室外側面
と延出片とで、垂下片の下端を呑み込む溝を形成しており、
　その溝内に、垂下片に対して見込み方向で係止可能な離れ防止金具を有することを特徴
とする
　上げ下げ窓。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上げ下げ窓に関する。
【背景技術】
【０００２】
　枠体の内部に内障子と外障子とを備え、少なくとも内障子または外障子を上げ下げ自在
に納めてなる上げ下げ窓（建具）が知られている（例えば、特許文献１参照）。
　一般的な上げ下げ窓（建具）では、外障子の上框が、上枠の下端に嵌合した構造となっ
ている。また、枠体の上枠内に、障子を支持するためのバランサを納めた構造を有する上
げ下げ窓では、上枠の見付けが幅広に構成されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４３８８９０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　外障子の上框が上枠の下端に嵌合し、幅広の上枠を備える上げ下げ窓の場合、上枠が比
較的熱伸びしやすく、火災時など、上枠と外障子との間に隙間ができる虞がある。このた
め、枠体の上枠と外障子の上框の見込み方向の離間を防止可能な上げ下げ窓が望まれてい
る。
【０００５】
　本発明は、上述した問題に鑑みてなされたもので、火災時であっても、枠体の上枠と外
障子の上框の見込み方向の離間を防止可能な上げ下げ窓を提供すること、などを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の上げ下げ窓は、枠体と内障子と外障子とを備え、枠体の上枠は、室外側に垂下
片を有し、外障子は、上框の室外側面から上方に張り出す延出片を有し、外障子の上框の
室外側面と延出片とで、垂下片の下端を呑み込む溝を形成しており、その溝内に、垂下片
に対して見込み方向で係止可能な離れ防止金具を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、火災時であっても、枠体の上枠と外障子の上框の見込み方向の離間を
防止可能な上げ下げ窓を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓の室内側全体正面図。
【図２】図１に示した上げ下げ窓のＡ－Ａ線に沿った縦断面図。
【図３】上げ下げ窓の横断面模式図、（ａ）は図１に示した上げ下げ窓のＢ－Ｂ線に沿っ
た横断面模式図、（ｂ）は図２に示した上げ下げ窓のＣ－Ｃ線に沿った横断面模式図。
【図４】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓の離れ防止金具付近の拡大縦断面図。
【図５】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓の離れ防止金具の一例を示す図、（ａ）は離
れ防止金具の上面図、（ｂ）は側面図、（ｃ）は正面図。
【図６】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓の外障子の上面図。
【図７】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓の外障子と内障子の召し合せ部付近の拡大縦
断面図。
【図８】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓の外障子と内障子の召し合せ部付近の拡大横
断面図。
【図９】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓の反り防止金具（内障子側金具）の一例を示
す図、（ａ）は上面図、（ｂ）は側面図、（ｃ）は正面図。
【図１０】熱膨張耐火材を貼付した反り防止金具（内障子側金具）の一例を示す図、（ａ
）は上面図、（ｂ）は側面図、（ｃ）正面図。
【図１１】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓の反り防止金具（外障子側金具：受け部材
）の一例を示す図、（ａ）は上面図、（ｂ）は側面図、（ｃ）は正面図。
【図１２】火災時の上げ下げ窓の反り防止金具の係合状態の一例を示す拡大横断面図。
【図１３】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓の内障子の下框と下枠の隙間を塞ぐ塞ぎ材
の一例を示す拡大断面図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
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　本発明の実施形態に係る上げ下げ窓を防火用上げ下げ窓に適用した一例を、図面を参照
しながら説明する。
【００１０】
　図１は本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００の室内側全体正面図である。図２は図
１に示した上げ下げ窓１００のＡ－Ａ線に沿った縦断面図である。
【００１１】
　図３は図２に示した上げ下げ窓１００の横断面模式図である。詳細には、図３（ａ）は
図１に示した上げ下げ窓のＢ－Ｂ線に沿った横断面模式図、図３（ｂ）は図２に示した上
げ下げ窓のＣ－Ｃ線に沿った横断面模式図である。図４は上げ下げ窓１００の離れ防止金
具６０付近の拡大縦断面図である。
【００１２】
　図５は上げ下げ窓１００の離れ防止金具６０の一例を示す図である。詳細には、図５（
ａ）は離れ防止金具６０の上面図、図５（ｂ）は側面図、図５（ｃ）は正面図である。図
６は上げ下げ窓１００の外障子２の上面図である。
【００１３】
　本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００は、枠体であるサッシ枠１と内障子３と外障
子２とを備える。枠体（サッシ枠１）の上枠１１は、室外側に垂下片１１ｃを有する。
　外障子２は、外障子２の上框２１の室外側面２１ａから上方に張り出す延出片２１ｂを
有し、外障子２の上框２１の室外側面２１ａと延出片２１ｂとで、垂下片１１ｃの下端を
呑み込む溝２６０（嵌合溝部）を形成しており、その溝２６０内に、垂下片１１ｃに対し
て見込み方向で係止可能な離れ防止金具６０を有する。
【００１４】
　また、本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００は、枠体であるサッシ枠１の竪枠１３
，１４が外障子２の竪框２３，２４を呑み込むように（嵌合するように）構成されている
。外障子２の下框２２と内障子３の上框３１は、見込み方向（室内外方向）に離反しない
ように、見込み方向に係合自在に構成されている。
【００１５】
　以下、本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００を詳細に説明する。
【００１６】
　本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００は、躯体開口部に取付けた枠体であるサッシ
枠１内に収容された外障子２（上障子）と内障子３（下障子）とを有する。外障子２がサ
ッシ枠１内の室外側上方に配置され、内障子３がサッシ枠１内の室内側下方に配置されて
いる。
　本実施形態では、外障子２がサッシ枠１内の上部に固定され、内障子３がサッシ枠１内
の下部に嵌め込まれ、内障子３が上下移動自在に配置されている。内障子３を上げた場合
、内障子３の下方に形成される開口部を通じて採風を行えるように、上げ下げ窓１００が
構成されている。外障子２と内障子３は、引違い状に配置されている。上げ下げ窓１００
は、シングルハングであってもよいし、ダブルハングであってもよい。本実施形態では、
上げ下げ窓１００はシングルハングである。
【００１７】
　本発明の実施形態の上げ下げ窓１００として、アルミニウム合金などの金属材と、その
金属材の室内側に配設した樹脂材を備える複合サッシを採用し、断熱性および意匠性を向
上させている。尚、上げ下げ窓１００は、複合サッシに限られるものではない。
【００１８】
＜サッシ枠１（枠体）＞
　サッシ枠１は、上枠１１と、下枠１２と、左右の竪枠１３，１４とを有し、それらが四
方枠組みして構成されている。上枠１１、下枠１２、竪枠１３，１４の内周部には、外障
子２や内障子３に嵌合する凹部（嵌合溝部）が形成されている。
【００１９】
＜外障子２＞
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　図１、図２、図３に示したように、外障子２は、上障子として機能し、上框２１、下框
２２、竪框２３，２４を四周枠組みして構成されている。外障子２は、各框により区画さ
れた区画内にガラスパネル２５（パネル）を装着して構成されている。
【００２０】
＜内障子３＞
　内障子３は、下障子として機能し、上框３１、下框３２、竪框３３，３４を四周枠組み
して構成されている。内障子３は、各框により区画された区画内にガラスパネル３５（パ
ネル）を装着して構成されている。
【００２１】
　上記外障子２及び内障子３のパネル２５，３５は、例えば、その四方端部がシール部材
６（グレージングチャンネル）を介して外障子２および内障子３の各框に嵌合している。
本実施形態では、パネル２５，３５として、２枚の板ガラスの間にスペーサーを挟持した
複層ガラスパネルを例示しており、そのガラスの隙間に乾燥空気や不活性ガスなどが封入
されている。尚、パネル２５，３５はこの形態に限定されるものではなく、単板ガラスで
あってもよい。
【００２２】
　本実施形態では、サッシ枠１の上枠１１、下枠１２、竪枠１３、竪枠１４は、金属枠と
、その金属枠の室内側に配設した樹脂材と、などで構成されている。
　また、内障子３及び外障子２は、アルミニウム合金などの押出形材の金属框と、その金
属框の室内側面等に設けられた樹脂框となどで構成されていてもよい。
【００２３】
　詳細には、上枠１１は、金属上枠１１１と、その金属上枠１１１の室内側に配設した樹
脂上枠１１２と、などで構成されている。
　下枠１２は、金属下枠１２１と、その金属下枠１２１の室内側に配設した樹脂下枠１２
２と、などで構成されている。
　竪枠１３（１４）は、金属竪枠１３１（１４１）と、その金属竪枠１３１（１４１）の
室内側に配設した樹脂竪枠１３２（１４２）と、などで構成されている。
【００２４】
　また、外障子２の上框２１は、金属上框２１１と、その金属上框２１１の室内側に配設
した樹脂上框２１２と、などで構成されている。
　外障子２の竪框２３（２４）は、金属竪框２３１（２４１）と、金属竪框２３１（２４
１）の室内側に配設した樹脂上框２３２（２４２）と、などで構成されている。
【００２５】
　内障子３の上框３１は、金属上框３１１と、その金属上框３１１の室内側に配設した樹
脂上框３１２と、などで構成されている。
　内障子３の下框３２は、金属下框３２１と、その金属下框３２１の室内側に配設した樹
脂下框３２２と、などで構成されている。
　内障子３の竪框３３（３４）は、金属竪框３３１（３４１）の室内側に配設した樹脂竪
框３３２（３４２）と、などで構成されている。
【００２６】
＜バランサ５＞
　サッシ枠１の竪枠１３，１４の上部、または、上枠１１の左右両端部付近に、渦巻バネ
式バランサ装置などのバランサ５が設けられている。バランサ５から繰り出された吊りワ
イヤ５ｗに、可動障子としての内障子３（下障子）が吊設されている。本実施形態では、
可動障子である内障子３（下障子）は、内障子３の下端部付近に設けられた係止部材５ｓ
にワイヤ５ｗにより係止されることで吊設されている。内障子３（下障子）の重力と、バ
ランサ５による上方向への付勢力とが力学的に平衡関係となるように構成され、可動障子
である内障子３を小さな力で簡単に上下方向に移動させて開閉可能であり、且つ、内障子
３を任意の高さ位置に停止できるように構成されている。
【００２７】
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＜把持部３７（把手）＞
　本実施形態では、内障子３（下障子）の下框の中央部付近に、把持部３７（把手）が設
けられている。操作者が把持部３７を上下方向に操作することで、内障子３を簡単に開閉
自在となるように構成されている。
【００２８】
＜施錠金具７（クレセント）＞
　図１、図２、図３に示したように、外障子２（上障子）の下框２２（召し合せ框）と、
内障子３（下障子）の上框３１（召し合せ框）は、施錠金具７（クレセント）により施錠
可能に構成されている。詳細には、内障子３（下障子）の上框３１（召し合せ框）の略上
端中央部にクレセント本体金具７１が設けられている。クレセント本体金具７１とクレセ
ント受け金具７２とが係合することで、内障子３を閉鎖位置に固定することができる。
【００２９】
＜離れ防止金具６０＞
　以下、本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００の外障子２の上框２１に設けられた離
れ防止金具６０について、詳細に説明する。
【００３０】
　図４に示したように、枠体（サッシ枠１）の上枠１１は、室外側に垂下片１１ｃを有す
る。外障子２は、外障子２の上框２１の室外側面２１ａから上方に張り出す延出片２１ｂ
を有し、外障子２の上框２１の室外側面と延出片２１ｂとで、垂下片１１ｃの下端を呑み
込む溝２６０（嵌合溝部）を形成している。上げ下げ窓１００は、その溝２６０内に、垂
下片１１ｃに対して見込み方向で係止可能な離れ防止金具６０を有する。
【００３１】
　詳細には、外障子２の上框２１は、図４に示したように、断面略四角形状の金属上框２
１１と、金属上框２１１の室内側に配置された樹脂上框２１２とを有する。金属上框２１
１と樹脂上框２１２が係合部２１５により係合配置されている。
　外障子２の上框２１には、ガラスパネル２５を嵌合する溝部２１ｅが形成されている。
溝部２１ｅは、金属上框２１１の室外側側面から下方に延出する延出部２１１ｅと、樹脂
上框２１２の室内側側面から下方に延びる延出部２１２ｅとを有し、延出部２１１ｅ，２
１２ｅにより、シール部材６（グレージングチャンネル）を介してガラスパネル２５を嵌
合するように構成されている。
【００３２】
　樹脂上框２１２は、室内側上端部に、室内側に突出するとともに上方に向けて屈曲延出
した延出片２１２ｆを有する。
【００３３】
　サッシ枠１（枠体）の上枠１１は、金属上枠１１１と、その金属上枠１１１の室内側に
配設した樹脂上枠１１２と、などを有する。金属上枠１１１と樹脂上枠１１２とは、図４
に示したように、係合部材１１５などを介して係合されている。
【００３４】
　上枠１１の下部には、外障子２の上框２１が嵌合する溝部１１ｅが形成されている。金
属上枠１１１の室外側面１１１ａの下端１１１ｄには、その下端１１１ｄから室外方向に
延出する延出片１１１ｆが形成されている。金属上枠１１１の延出片１１１ｆは、金属上
框２１１の上部に設けられた延出片２１ｂよりも、室外方向に延出した形状となるように
構成されている。
【００３５】
　金属上枠１１１の室外側面１１１ａの下端１１１ｄには、その下端１１１ｄから下方に
延出する垂下片１１ｃが設けられている。
　尚、本実施形態では、垂下片１１ｃの室内側側面に熱膨張耐火材９が設けられている。
熱膨張耐火材９は、火災時など、２００℃以上に加熱されると発泡して、厚さ方向に５～
４０倍に膨張し、断熱層を形成する。垂下片１１ｃの室内側側面に設けられた熱膨張耐火
材９は、火災時、金属上枠１１１の垂下片１１ｃと、外障子２の上框２１の室外側面２１
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ａ（本体部２１１ａの上面部２１１ｃよりも、上方に向けて突出した突出部２１１ｇの室
外側面２１ａ）との間に、断熱層を形成する。
【００３６】
　金属上枠１１１の室外側面１１１ａの下端１１１ｄには、その下端１１１ｄの僅かに室
内側位置に、気密材８１を係合する係合部１１１ｇが形成されている。係合部１１１ｇに
設けられた気密材８１は、樹脂などの柔軟性を有する材料により形成され、金属上框２１
１の室外側面２１ａの上端部２１ｄに当接するように構成されている。金属上框２１１の
室外側面２１ａの上端部２１ｄには、例えば、切欠き部２１ｆが形成されており、この切
欠き部２１ｆを通るように離れ防止金具６０が配置される。
【００３７】
　金属上枠１１１の室外側面１１１ａの下端１１１ｄに設けられた係合部１１１ｇの室内
側には、係合部材１１５を配置する係合部１１１ｋが設けられている。係合部１１１ｋは
、上述したように、金属上枠１１１と樹脂上枠１１２とを係合する部材である。
　また、図４に示したように、上枠１１の下部において、上框２１を呑み込む溝に熱膨張
耐火材９が、上枠１１の長手方向に沿って設けられている。具体的には、図４に示したよ
うに、金属上枠１１１の下部において、上框２１に設けられた離れ防止金具６０と対向す
る位置付近に、上枠１１の長手方向に沿って熱膨張耐火材９が設けられている。このため
、火災時には、熱膨張耐火材９が発泡し、上枠１１と上框２１との間の隙間を埋めるよう
に断熱層を形成することで、上枠１１と上框２１との間に隙間が生じることを防止する。
【００３８】
　樹脂上枠１１２は、その下部に、室内側から室外側に水平に延出するとともに、外障子
２の上框２１を嵌合する溝部１１ｅの一部分である、水平延出部１１２ａが形成されてお
り、水平延出部１１２ａの室外側端部１１２ｂが係合部材１１５に係合するように構成さ
れている。
【００３９】
　また、樹脂上枠１１２の下部には、下方に延出するとともに、下端で室外側に折れ曲が
り、且つ、上方に向かって延出した形状の折返し部１１２ｃが形成されている。折返し部
１１２ｃの室外側の側面には、樹脂などの柔軟な材料で形成された気密部材１８２，１８
３が設けられており、上框２１と上枠１１との間の気密性を確保している。
【００４０】
＜外障子２の上框２１＞
　図４に示したように、外障子２の金属上框２１１は、断面略四角形状の本体部２１１ａ
の室外側面２１ａは、断面略四角形状の本体部２１１ａの上面部２１１ｃよりも、上方に
向けて突出した部分を有し、その突出部２１１ｇの上端部２１ｄが、金属上枠１１１に設
けられた気密材８１に当接するように構成されている。
　また、外障子２の金属上框２１１は、金属上框２１１の室外側面２１ａから室外側に突
出し且つ上方に張り出す延出片２１ｂを有する。
　この室外側面２１ａと延出片２１ｂとで、垂下片１１ｃの下端を呑み込む溝２６０（嵌
合溝）が形成されている。延出片２１ｂは、上枠１１の長手方向に沿って形成されている
。この上框２１の延出片２１ｂは、外障子２の上框２１と上枠１１との間の隙間への雨や
風の侵入を防いでいる。
【００４１】
　上框２１の金属上框２１１には、離れ防止金具６０が設けられている。離れ防止金具６
０は、ステンレス合金などの金属材料により構成されており、図５（ｂ）に示したように
、側面視、断面略Ｓ字形状に形成されている。
【００４２】
　図４、図５に示したように、離れ防止金具６０は、略矩形状の固定板部６０ａと、係合
立設部と、固定板部６０ａと係合立設部とを連結する連結部６０ｃと、を有し、その固定
板部６０ａ、係合立設部、連結部６０ｃが金属材料により一体形成されている。係合立設
部は、図５（ｂ）に示したように、断面略Ｕ字形状に形成されており、詳細には、室外側
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係合立設部６０ｂと、室内側係合立設部６０ｄと、底部６０ｅとを有する。底部６０ｅは
、室外側係合立設部６０ｂの下部と室内側係合立設部６０ｄの下部とを接続するように形
成されている。
【００４３】
　固定板部６０ａは、略矩形状部の略中央部に、ボルトなどの固定部材９６１を嵌合する
孔部６０ｈが形成されている。本実施形態では、離れ防止金具６０は、固定部材９６１に
より、固定板部６０ａの孔部６０ｈ、断面略四角形状の金属上框２１１の本体部２１１ａ
に形成された孔部２１１ｈ、金属上框２１１の本体部２１１ａ内に設けられた補強部材９
７０に固着することで、金属上框２１１に固定する構造となっている。
【００４４】
　連結部６０ｃは、固定板部６０ａよりも幅狭に形成され、固定板部６０ａの室外側端部
から室外側に向けて延出するとともに、断面略四角形状の金属上框２１１の本体部２１１
ａの突出部２１１ｇを越えるように延出し、溝２６０の底部に向けて下方に延出し、且つ
、溝２６０の底部に沿って室外方向に水平に延出し、室外側係合立設部６０ｂに連結した
形状に形成されている。
　室外側係合立設部６０ｂは、連結部６０ｃの端部から垂直に上方に延出した形状に形成
されている。本実施形態では、室外側係合立設部６０ｂは、連結部６０ｃと比較して幅広
に形成されており、固定板部６０ａと略同じ幅に形成されている。
【００４５】
　離れ防止金具６０は、連結部６０ｃから下方に向けて延出した形状の室内側係合立設部
６０ｄと、室外側係合立設部６０ｂとにより、上枠１１の垂下片１１ｃを見込み方向で係
止可能に構成されている。
　詳細には、例えば、火災時、その熱で、上枠１１が外障子２の上框２１に対して室外側
に離間するように反りなどが生じる場合、上枠１１の垂下片１１ｃが、離れ防止金具６０
の室外側係合立設部６０ｂに当接するように構成されている。また、火災時、その熱で、
上枠１１が外障子２の上框２１に対して室内側に離間するように反りなどが生じる場合、
上枠１１の垂下片１１ｃが、離れ防止金具６０の室内側係合立設部６０ｄに当接するよう
に構成されている。
【００４６】
　本実施形態では、３つの離れ防止金具６０がそれぞれ、図１、図４、図６に示したよう
に、外障子２の上框２１の略中央部、両端部付近に設けられている。このように、３つの
離れ防止金具６０それぞれを、外障子２の上框２１の略中央部、両端部付近に設けること
により、火災時であっても、枠体１の上枠１１と外障子２の上框２１の見込み方向の離間
を防止することができる。
　尚、１つ、または、２つ以上の複数の離れ防止金具６０を、外障子２の上框２１に設け
てもよい。
【００４７】
　また、図２、図３に示したように、枠体１の竪枠１３，１４は、外障子２の竪框２３，
２４を呑み込むように（嵌合するように）構成されており、見込み方向に離反しないよう
に構成されている。詳細には、竪枠１３，１４に形成された凹部１３ｕ，１４ｕに、竪框
２３，２４が嵌合するように構成されている。
【００４８】
　外障子２の下框２２と内障子３の上框３１は、見込み方向に離反しないように、見込み
方向に係合自在に構成されている。外障子２の下框２２と内障子３の上框３１は、通常時
、煙返しと施錠金具７により、外障子２が見込み方向（室内外方向）に離反しないように
拘束可能に構成されており、且つ、召し合せ部の施錠金具７を挟んで両側に、反り防止金
具８０を有し、火災時であっても、枠体１と外障子２の間に隙間が生じることを防止可能
に構成されている。
【００４９】
　以下、外障子２の下框２２と内障子３の上框３１の係合構造について説明する。
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【００５０】
　図７は、上げ下げ窓１００の外障子２と内障子３の召し合せ部付近（反り防止金具８０
付近）の拡大縦断面図である。図８は上げ下げ窓１００の反り防止金具８０付近の拡大横
断面図である。図９は、本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００の反り防止金具（内障
子側金具８３）の一例を示す図である。詳細には、図９（ａ）は上面図、図９（ｂ）は側
面図、図９（ｃ）は正面図である。図１０は熱膨張耐火材９を貼付した反り防止金具（内
障子側金具８３）の一例を示す図である。詳細には、図１０（ａ）は上面図、図１０（ｂ
）は側面図、図１０（ｃ）正面図である。図１１は本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１
００の反り防止金具（外障子側金具８２：反り防止金具受け部材）の一例を示す図である
。詳細には、図１１（ａ）は上面図、図１１（ｂ）は側面図、図１１（ｃ）は正面図であ
る。
【００５１】
　本実施形態では、図７、図８に示したように、内障子３と外障子２は、召し合せ部の両
端付近に、反り防止金具８０を備える。
【００５２】
　外障子２の下框２２は、アルミニウム合金などの押出形材の金属框であり、図７に示し
たように、断面略四角筒形状に形成されており、中空部２２ｋ内に金属材料からなる補強
材２２３を備えている。外障子２の下框２２の上部には、シール部材６を介してパネル２
５を挟持する凹部２２ａが設けられており、その凹部２２ａにパネル２５としてガラスが
設けられている。本実施形態では、シール部材６と下框２２との間に、ステンレス鋼（Ｓ
ＵＳ）などの金属材により形成された、間口補強材６１が設けられている。
　外障子２の下框２２は、内障子側の側面部に煙返し２２ｂが設けられており、煙返し２
２ｂの近傍に、先端部が室内側に向かって延びるモヘヤなどの気密部材９７１を備える。
　本実施形態では、外障子２の下框２２には、図７に示したように、室内側角部に切り欠
け状の段部が形成されている。外障子側金具８２（上障子側金具）は、外障子２の下框２
２の下面側の段部に対応する形状に形成されており、下框２２の下面側の段部に固定部材
９０２，９０３，９０４などにより固定さている。
【００５３】
　内障子３の上框３１は、図７に示したように、アルミニウム合金などの押出形材の金属
框であり、詳細には、断面四角筒形状に形成された金属上框３１１と、その金属上框３１
１の上部側や室内側面などに設けられた樹脂上框３１２とを有する。
　金属上框３１１の中空部３１１ｋ内に、断面Ｕ字形状の金属材料からなる補強部材３１
３が備えられている。
【００５４】
　内障子３の上框３１の下部には、シール部材６を介してパネル２５を挟持する凹部３１
ａが設けられており、その凹部３１ａにパネル３５としてガラスが設けられている。凹部
３１ａは、金属上框３１１の室外側の側面から下方に伸びる突条部と、樹脂上框３１２の
室内側側面から下方に伸びる突条部とにより構成されている。本実施形態では、シール部
材と上框３１との間に、ステンレス鋼（ＳＵＳ）などの金属材料により形成された、間口
補強材６１が設けられている。
【００５５】
　内障子３の上框３１は、外障子側の側面部に煙返し３１ｂが設けられている。内障子３
と外障子２が閉鎖状態の場合、内障子３の煙返し３１ｂと外障子２の煙返し２２ｂが係合
するように構成されている。
　また、内障子３の上框３１（樹脂上框３１２）の室外側の側面部の上部には、先端部が
室外側に向かって延びるパッキンなどの気密部材９５１が設けられている。
　内障子３の上框３１（金属上框３１１）の室外側の側面部に、内障子側金具８３が設け
られている。
【００５６】
　また、図８に示したように、サッシ枠１の竪枠１４は、金属竪枠１４１と、金属竪枠１
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４１の室内側に形成された樹脂枠１４２とを有する。内障子３の樹脂竪框３４２の室外側
の側面部、及び、金属竪框３４１の室外側の側面部に、先端部が室外側に向かって延びる
モヘヤなどの気密部材９７２，９７３が設けられている。尚、サッシ枠１の竪枠１４、内
障子３の竪框３４について説明したが、サッシ枠１の竪枠１３、内障子３の竪框３３につ
いても同様であるので、説明を省略する。
【００５７】
　上述したように、反り防止金具８０は、内障子側金具８３（下障子側金具）と、外障子
側金具８２（上障子側金具）と、を有する。内障子側金具８３と外障子側金具８２は、内
障子３が閉鎖状態の場合、内障子側金具８３と外障子側金具８２とが室内外方向に係合し
、且つ、内障子３の召し合せ框（内障子３の上框３１）が火災の熱で熱伸びした場合、内
障子側金具８３と外障子側金具８２とが係合して上下方向の移動を規制するように構成さ
れている。内障子側金具８３と外障子側金具８２は、ステンレスなどの金属材により構成
されている。
　以下、反り防止金具８０の各部材について、詳細に説明する。
【００５８】
＜内障子側金具８３（下障子側金具）＞
　図７、図８、図９、図１０に示したように、反り防止金具８０の内障子側金具８３は、
内障子３の竪框３４（３３）の上部（召し合せ部）の外障子２側（室外側）に設けられて
いる。詳細には、内障子側金具８３は、本体部８３ａと、段部８３ｂと、係合突起部８３
ｃと、などを有する。竪框３３の上部に設けた内障子側金具８３については、同様な構成
であるので、説明を省略する。
【００５９】
　本体部８３ａは、略矩形板状に形成され、略中央部に孔部８３ｈが形成されている。固
定用ネジなどの固定部材９０１が孔部８３ｈに嵌合し、且つ、金属竪框３４１の屋外側側
面３４１ｃに固定されている。
　また、本体部８３ａは、その端部に屈曲した形状の係合部８３ｆが形成されている。係
合部８３ｆは、内障子３の竪框３４（金属竪框３４１）に形成された孔形状の被係合部３
４１ｄに係合するように構成されている（図８参照）。内障子側金具８３は、固定用ネジ
などの固定部材９０１と係合部８３ｆとにより、内障子３の竪框３４（金属竪框３４１）
の屋外側側面３４１ｃに固定された構造となっているので、内障子側金具８３に外力が加
わった場合であっても、内障子側金具８３の回転を防止することができる。
【００６０】
　段部８３ｂは、本体部８３ａの下端から外障子２側へ屈曲して所定距離だけ延出した形
状に形成されている。
　係合突起部８３ｃは、段部８３ｂから下方へ向けて延出した形状に形成されるとともに
、その先端部に、召し合せ部の端部に向けて屈曲した突出部８３ｄを有する。この係合突
起部８３ｃの突出部８３ｄは、火災などの場合に外障子側金具８２に係合するように形成
されている。
【００６１】
　また、本実施形態では、図１０に示したように、内障子側金具８３の本体部８３ａに、
熱膨張耐火材９を設けている。熱膨張耐火材９としては、例えば積水化学工業株式会社製
の商品名「フィブロック（登録商標）」を用いることができる。これは、プラスチック技
術を活用した有機系耐火材であり、通常の状態では柔軟な薄いシート状で、２００℃以上
に加熱されると発泡して厚さ方向に５～４０倍に膨張し、断熱層を形成する。この熱膨張
耐火材９は、火災時に消失することがなく、有害ガスが発生することもない。またフィブ
ロックは、片面に剥離紙付きの接着層を有し、剥離紙を剥がして簡便に接着取付けするこ
とができる。
【００６２】
＜外障子側金具８２＞
　図７、図８、図１１に示したように、外障子側金具８２は、本体部８２ａと、段部８２



(10) JP 6023652 B2 2016.11.9

10

20

30

40

50

ｂと、平坦部８２ｃと、立設部８２ｄと、屈曲部８２ｅと、などを有する。
【００６３】
　本体部８２ａは、略平板形状に形成され、孔部８２ｈａ、８２ｈｂが形成されている。
固定用ネジなどの固定部材９０２，９０３が孔部８２ｈａ、８２ｈｂに嵌合し、且つ、下
框２２の下部に形成された孔部２２ｃに嵌合することで、外障子側金具８２を下框２２の
下部に固定するように構成されている。本実施形態では、外障子側金具８２を下框２２の
左右端部の両方又は一方に設けている。
【００６４】
　段部８２ｂは、本体部８２ａの室外側端部から下方へ屈曲して所定距離だけ延出した形
状に形成されている。
【００６５】
　平坦部８２ｃは、段部８２ｂから室外側へ向けて延出した形状に形成されている。平坦
部８２ｃには、孔部８２ｈｃが形成されている。固定用ネジなどの固定部材９０４が孔部
８２ｈｃに嵌合することで、外障子側金具８２を外障子２の下框２２の下部に固定するよ
うに構成されている。つまり、本実施形態では、外障子側金具８２を外障子２の下框２２
の下部（下枠１２側）に、固定部材９０２，９０３，９０４により強固に固定した構造と
なっている。
【００６６】
　立設部８２ｄは、外障子側金具８２の本体部８２ａの端部（内障子３側の端部）から上
方（上框２１側）に向けて延出した形状に形成されている。
　屈曲部８２ｅは、立設部８２ｄの上部から室外方向に延出する形状に形成されている。
【００６７】
＜反り防止金具８０の取付構造の一例（通常時）＞
　反り防止金具８０である外障子側金具８２と内障子側金具８３の取付構造を説明する。
　図７、図８に示したように、外障子側金具８２は、本体部８２ａおよび平坦部８２ｃが
、外障子２の下框２２ｂの下面に固定部材９０２，９０３，９０４により固定され、立設
部８２ｄ及び屈曲部８２ｅが、外障子２の下框２２の室内側側面と内障子３の竪框３４（
金属竪框３４１）の室外側側面部との間に配置される。金属竪框３４１の室内側には樹脂
竪框３４２が設けられている。
　内障子側金具８３は、本体部８３ａが、内障子３の竪框３４（金属竪框３４１）の外障
子２側（室外側）に、固定部材９０１により固定されており、段部８３ｂが本体部８３ａ
の下端から外障子２側へ屈曲して所定距離だけ延出し、係合突起部８３ｃが段部８３ｂか
ら下方へ向けて延出した形状に形成され、先端部の突出部８３ｄが召し合せ部の端部側に
向けて屈曲している。
【００６８】
　通常時、図８に示したように上面視した場合、内障子側金具８３の段部８３ｂ、係合突
起部８３ｃ、突出部８３ｄが、外障子側金具８２の本体部８２ａに重なるように配置され
ている。通常時、図７、図８に示したように、内障子側金具８３の係合突起部８３ｃ、突
出部８３ｄが、外障子側金具８２の立設部８２ｄに対して室内外方向に係合自在となって
おり、且つ、内障子側金具８３の突出部８３ｄが、外障子側金具８２の屈曲部８２ｅに対
して上下方向に、非係合状態となっている。この状態では、施錠金具７（クレセント）を
解除した状態で、内障子３を上下に移動自在となっている。
【００６９】
＜火災時などで内障子３の框が熱伸びした場合＞
　図１２は火災時の上げ下げ窓１００の反り防止金具８０の係合状態の一例を示す拡大横
断面図である。内障子３が閉鎖状態、外障子２及び内障子３の召し合せ框の中央部に設け
られた施錠金具７が施錠状態、且つ、火災時などで内障子３の上框３１が長手方向に熱伸
びするとともに、竪框３３，３４が熱伸びした場合、図１２に示したように、内障子側金
具８３と外障子側金具８２とが室内外方向に係合し、且つ、内障子側金具８３と外障子側
金具８２とが係合して上下方向の移動を規制するように構成されている。
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　詳細には、図１２に示したように、内障子側金具８３の係合突起部８３ｃ、突出部８３
ｄが、外障子側金具８２の立設部８２ｄに対して室内外方向に係合自在となっており、且
つ、内障子側金具８３の突出部８３ｄが、外障子側金具８２の屈曲部８２ｅに対して上下
方向に係合可能な状態となっており、上下方向の移動を規制するように構成されている。
　図１２に示したように、内障子側金具８３と外障子側金具８２とが係合した状態では、
内障子３の上框３１（召し合せ框）の両端部に関して、内障子側金具８３と外障子側金具
８２により上下方向の移動が規制され、且つ、内障子３の上框３１（召し合せ框）の両端
部に関して、室内外方向への移動が規制される。詳細には、内障子３の上框３１の両端部
の室内側への移動が規制される。
【００７０】
　このため、火災時、外障子２と内障子３の召し合せ部（内障子３の上框３１および竪框
３３，３４の上部と、外障子２の下框２２および竪框２３，２４の下部）の気密性を維持
することができる。
【００７１】
　また、火災時、図７に示したように、内障子３の上框３１（金属上框３１１）に、その
上框３１の長手方向に沿って設けられた熱膨張耐火材９ａが熱により発泡して５～４０倍
に膨張して、外障子２の下框２２の室内側側面と、内障子３の上框３１の室外側側面との
間の空間を埋めて断熱層を形成する。同様に、火災時、図７、図１２に示したように、内
障子側金具８３に設けられた熱膨張耐火材９が、熱により発泡して５～４０倍に膨張して
、内障子３の竪框３３（３４）の室外側側面の上部と、外障子２の下框２２（竪框２３，
２４の下部）の室内側側面との間の空間を埋めて断熱層を形成する。
　このため、火災時であって、外障子２と内障子３の召し合せ部の気密性を確実に維持す
ることができる。
【００７２】
　以上、説明したように、本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００は、上げ下げ窓１０
０は、枠体１と内障子３と外障子２とを備え、枠体１の上枠１１は、室外側に垂下片１１
ｃを有し、外障子２は、上框２１の室外側面から上方に張り出す延出片２１ｂを有し、外
障子２の上框２１の室外側面２１ａと延出片２１ｂとで、垂下片１１ｃの下端を呑み込む
溝２６０を形成しており、その溝２６０内に、垂下片１１ｃに対して見込み方向で係止可
能な離れ防止金具６０を有する。
　また、図４に示したように、離れ防止金具６０の固定板部６０ａが、外障子２の延出片
２１ｂよりも室内側で、金属上框２１１および補強部材９７０に固着されて取り付けてあ
ることで、延出片２１ｂが溶融したとしても、離れ防止金具６０は落下せず、垂下片１１
ｃとの係合状態を維持することができるので、長時間に亘り上枠１１と上框２１の見込方
向の離反を防止することができる。
　詳細には、例えば、火災時、その熱で、上枠１１が外障子２の上框２１に対して室外側
に離間するように反りなどが生じる場合、上枠１１の垂下片１１ｃが、離れ防止金具６０
の室外側係合立設部６０ｂに当接することで、上枠１１と上框２１の見込方向の離反を防
止することができる。
　また、火災時、その熱で、上枠１１が外障子２の上框２１に対して室内側に離間するよ
うに反りなどが生じる場合、上枠１１の垂下片１１ｃが、離れ防止金具６０の室内側係合
立設部６０ｄに当接することで、上枠１１と上框２１の見込方向の離反を防止することが
できる。
　つまり、火災時であっても、枠体であるサッシ枠１の上枠１１と外障子２の上框２１の
見込み方向の離間を防止可能な上げ下げ窓１００を提供することができる。
【００７３】
　また、本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００は、外障子２の竪框２３，２４が、竪
枠１３，１４に呑み込まれた構造を有し、外障子２の下框２２と内障子３の上框３１は、
見込み方向に離反しないように、煙返しとクレセント錠７により拘束された構造となって
おり、且つ、反り返し防止金具８０を設けたことにより、火災時であっても、外障子２の
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下框２２と内障子３の上框３１は、見込み方向に離反しないように構成されている。
【００７４】
　また、本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００は、外障子２の上框２１が上枠１１と
離反しにくく、外障子２の下框２２が内障子３の上框３１と離反しにくく、外障子２の竪
框２３，２４が竪枠１３，１４のガイド溝（凹部）に呑み込まれているので、火災時であ
っても、外障子２の四周に隙間が生じにくいため、延焼を防止することができる。
【００７５】
　また、詳細には、上げ下げ窓は、内障子３と外障子２とを備え、内障子３と外障子２は
、召し合せ部の長手方向中央をクレセントなどの施錠金具７で拘束してあるとともに、召
し合せ部の施錠金具７を挟んで両側に反り防止金具８０を有し、反り防止金具８０は、内
障子側金具８３と、外障子側金具８２と、を有し、内障子側金具８３と外障子側金具８２
は、内障子３が閉鎖状態の場合、内障子側金具８３と外障子側金具８２とが室内外方向に
係合し、且つ、内障子３の召し合せ框が火災の熱で熱伸びした場合、内障子側金具８３と
外障子側金具８２とが係合して上下方向の移動を規制するように構成されている。
　つまり、内障子３と外障子２とを備える上げ下げ窓において、火災時に召し合せ部同士
が離れないように、框が熱伸びしたときにのみ係合する反り防止金具８０を設けている。
【００７６】
　具体的には、本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００は、次の作用も有する。
　内障子側金具８３と外障子側金具８２とが、火災時にのみ上下方向に係合自在となり、
内外障子（３，２）の召し合せ部が互いに離間する方向へ移動するのを阻止することがで
きる。すなわち、本実施形態に係る上げ下げ窓１００は、通常時には、内障子側金具８３
の突出部８３ｄと外障子側金具８２の屈曲部８２ｅとが上下方向に対向しない位置にある
ため、これらが上下方向に係合せず、内障子３の開方向への移動が妨げられることはない
。
　火災時に内障子３の召し合せ框が熱伸びしたときには、内障子側金具８３の位置が左右
端部方向に移動し、内障子側金具８３の突出部８３ｄと外障子側金具８２の屈曲部８２ｅ
とが上下方向に対向する位置に配置されるため、内障子側金具８３と外障子側金具８２と
が上下方向に係合自在な状態となる。ここで、火災時に内外障子（３，２）の竪框が熱伸
びすると、内障子３の召し合せ部は上方向に、外障子２の召し合せ部は下方向に（それぞ
れ、召し合せ框の煙返し（２２ｂ，３１ｂ）の掛かりと逆方向に）移動しようとするが、
内障子側金具８３の突出部８３ｄの上面と、外障子側金具８２の屈曲部８２ｅの下面とが
掛かるため、この移動が阻止され、内外障子（３，２）の召し合せ部が上下方向に離間す
るのを防止できる。
【００７７】
　また、内障子側金具８３の係合突起部８３ｃと外障子側金具８２の立設部８２ｄとが室
内外方向に係合自在であるため、火災時において、内外障子（３，２）の召し合せ部が室
内外方向に離間するのを防ぐことができる。すなわち、内外障子（３，２）の召し合せ框
は中央に施錠金具７を備えると共に互いに係合自在な煙返し（２２ｂ，３１ｂ）を備える
が、火災時には、召し合せ框が熱伸びすると共に煙返し（２２ｂ，３１ｂ）が溶融するこ
とで、特に召し合せ部の左右端部から召し合せ部が室内外方向に離間し、隙間が大きくな
る懸念がある。このとき、内障子側金具８３の係合突起部８３ｃと外障子側金具８２の立
設部８２ｄとが室内外方向に係合することで、召し合せ部の端部が室内外方向に離間する
のが阻止されるため、召し合せ框の変形が抑制され、隙間が大きくなるのを防止すること
ができる。
　よって、本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００は、内障子側金具８３と外障子側金
具８２とが、火災時にのみ上下方向に係合自在、且つ室内外方向に係合自在であることで
、通常時には内障子３の開方向への移動を妨げず、火災時にのみ、内外障子（３，２）の
召し合せ部の離間を防止することができる。
【００７８】
　さらに、内外障子（３，２）の召し合せ框間と内障子側金具８３には、熱膨張耐火材９
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が設けてあるため、火災時には、召し合せ部の隙間を熱膨張耐火材９で連続して塞ぐこと
ができ、これにより、火災時においても内外障子（３，２）の召し合せ部の気密性を維持
することができる。
【００７９】
　また、本実施形態では、竪枠１４（１３）に設けられた、外障子２を嵌め込む外障子案
内溝１４Ｕ（１３Ｕ）内に、補強板（不図示）が設けられている。この補強板は、ステン
レスなどの金属材料により形成されている。この補強板は、外障子２を嵌め込む案内溝１
４Ｕ（１３Ｕ）の溝壁に沿う板部分が外障子２に対向する範囲の長手方向に設けてあり、
竪枠１４（１３）にネジ止めなどの固着手段などにより固着された構造となっている。こ
の補強板は、板部分の室外側端部からサッシ内側（中心側）に屈曲した形状の室外側板部
分を有し、この室外側板部分により、更に補強強度を向上させている。
　また、竪枠１４（１３）に設けられた、外障子２を嵌め込む外障子案内溝１４Ｕ（１３
Ｕ）内に設けられた補強板には、熱膨張耐火材９が設けられている。
【００８０】
　詳細には、この補強板を設けた効果としては、以下のことを挙げることができる。
　Ａ．この補強板は、金属竪枠１４１から外障子２側に延びる突条部（不図示）の内側面
に沿って設けられた室外側板部分を有し、この室外側板部分により、竪枠の突条部を補強
することができる。このため、突条部を有する外障子案内溝１４Ｕを補強することができ
、火災時に竪枠が熱のびした場合であっても、補強板の室外側板部分により補強された外
障子案内溝１４Ｕにより、外障子２と竪枠との間の隙間が生じることを低減することがで
きる。
　Ｂ．例えば屋外の火災時に、枠体１の竪枠の外障子案内溝１４Ｕの室外側の突条部が溶
融した場合であっても、残った補強板の室外側板部分と突条部により、外障子２の竪框を
保持することができる。
　Ｃ．この補強板に熱膨張耐火材９を設けたことにより、火災時、熱膨張耐火材９が膨張
するので、外障子２の竪框２３（２４）と竪枠１３（１４）との間を埋めることで、外障
子２の竪框２３（２４）と竪枠１３（１４）との間に隙間が生じることを防止することが
できる。
【００８１】
＜内障子３の下框３２と枠体１の下枠１２の隙間を塞ぐ塞ぎ材＞
　図１３は、本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００の内障子３の下框３２と枠体１の
下枠１２の隙間を塞ぐ塞ぎ材（下枠遮蔽材６５）の一例を示す拡大断面図。
【００８２】
　図１３に示したように、上げ下げ窓１００は、枠体であるサッシ枠１と内障子３と外障
子２とを備え、サッシ枠１の下枠１２に下枠遮蔽材６５を有する。
【００８３】
　詳細には、図１３に示したように、下枠１２は、金属下枠１２１と、その金属下枠１２
１の室内側に配設した樹脂下枠１２２と、などで構成されている。内障子３の下框３２は
、金属下框３２１と、その金属下框３２１の室内側に配設した樹脂下框３２２と、などで
構成されている。
【００８４】
　下枠１２は、内障子３の下框３２を呑み込む溝１２Ｕ（凹部）を有し、溝１２Ｕの下縁
に沿ってタイト材９８１を備える。下框３２（金属下框３２１）の室外側面から下方へ延
出する延出部３２１ｂの下部３２１ａが、タイト材９８１に当接するように構成されてい
る（突き合わせ部）。
【００８５】
　詳細には、下枠１２の金属下枠１２１は、断面略Ｕ字形状の溝１２Ｕ（凹部）を有し、
溝１２Ｕの室外側上端部付近に、タイト材９８１を配置する保持部１２１ａを有する。
　断面略Ｕ字形状の溝１２Ｕ（凹部）の室外側に、下方に傾斜した傾斜面部１２１ｃが形
成され、傾斜面部１２１ｃの室外側には、水平方向に室外側に延出する水平板部１２１ｄ
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が形成されている。
　傾斜面部１２１ｃの室内側の端部は、溝１２Ｕの室外側上端部より僅かに下部に接続さ
れた構造となっている。
　金属下枠１２１の傾斜面部１２１ｃの下部は、中空となっており、裏板９８５や補強板
９８６などが配置されている。補強板には、熱膨張耐火材９が設けられている。
金属下枠１２１の下部の室外側端部には、金属下枠１２１の中空部と連通する排水弁８が
設けられている。
【００８６】
　金属下枠１２１の室内側には、樹脂下枠１２２が係合するように設けられており、樹脂
下枠１２２は、室外側部の上部付近にモヘヤなどの気密部材９７５が設けられている。モ
ヘヤの近傍、内障子３の下框３２（樹脂下框３２２）の下部と、下枠１２との間には、樹
脂材などで形成された気密部材９７６が設けられている。
　気密部材９７５、気密部材９７６、タイト材９８１により、下枠１２と下框３２の間の
気密性を確保している。
【００８７】
　本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００は、上述したように下枠遮蔽材６５を有する
。下枠遮蔽材６５は、下枠１２の傾斜面部１２１ｃに固定される固定部６５ｃと、内障子
３の下框３２と対向する立設部６５ａと、固定部６５ｃと立設部６５ａとを連結する連結
部６５ｂとを有し、立設部６５ａ、連結部６５ｂ、固定部６５ｃとが一体形成されている
。連結部６５ｂと傾斜面部１２１ｃとの間には中空部が形成されており、連結部６５ｂの
中空部側には熱膨張耐火材が設けられている。
【００８８】
　固定部６５ｃには、固定部材９６５が嵌合する孔部６５ｈが設けられている。下枠遮蔽
材６５は、固定部材９６５により、傾斜面部１２１ｃ、裏板９８５などに固定されている
。
【００８９】
　立設部６５ａは、内障子３対向面に、内障子３の下框３２に向けて開口した開口部６５
ｄを有し、その開口部６５ｄ内に熱膨張耐火材９を備える。
　詳細には、立設部６５ａの開口部６５ｄは、下框３２（金属下框３２１）の室外側面か
ら下方へ延出する延出部３２１ｂの下部３２１ａの室外側面に向けて開口するように構成
されている。
【００９０】
　火災時、立設部６５ａの開口部６５ｄ内に設けられた、熱膨張耐火材が熱により発泡、
膨張して、下枠１２に設けられた下枠遮蔽材６５と、内障子３の下框３２の下部との間に
、断熱層を形成する。
　このように、本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００は、内障子３の下框３２の下部
３２１ａと下枠１２に設けられたタイト材９８１との突き合わせ部を覆うように、長尺の
下枠遮蔽材６５を有するので、火災時に、内障子３の下框３２や下枠１２が熱伸びした場
合であっても、内障子３の下框３２と下枠１２との間に隙間が生じることを防止すること
ができる。
　例えば、下枠遮蔽材６５を設けない比較例の上げ下げ窓では、下枠１２と内障子３の下
框３２は、単純に突き合わせた構造であり、火災時、下枠１２と内障子３の下框３２との
間に隙間が生じやすい。
【００９１】
　本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００は、外障子２の上框２１が上枠１１と離反し
にくく、且つ、外障子２の下框が内障子の上框と離反しにくく、外障子の竪框が竪枠のガ
イド溝に呑み込まれた構造となっている。
　このため、火災時であっても、外障子の四周に隙間が生じにくいため、延焼を防止する
ことができる。
【００９２】
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　尚、本発明の実施形態に係る上げ下げ窓１００は、上述した実施形態に限定されない。
　例えば、可動障子は、１枚又は３枚以上の可動障子により構成されていてもよい。
【００９３】
　また、枠及び框の断面形状は、適宜変更することができる。
　また、外障子２、内障子３に設けられるパネル（ガラス）は３枚以上とすることもでき
る。
　また、本発明に係る上げ下げ窓は、建物の窓に限らず、電車等の乗り物の窓等に用いる
こともできる。
【００９４】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明の実施形態の一部または全部は、
以下の付記のように記載される。
［付記１］
　枠体と内障子と外障子とを備え、
　枠体の上枠は、室外側に垂下片を有し、
　外障子は、上框の室外側面から上方に張り出す延出片を有し、外障子の上框の室外側面
と延出片とで、垂下片の下端を呑み込む溝（嵌合溝部）を形成しており、
　その溝内に、垂下片に対して見込み方向で係止可能な離れ防止金具を有することを特徴
とする
　上げ下げ窓。
［付記２］
　枠体の竪枠は、外障子の竪框を呑み込むように（嵌合するように）構成され、
　外障子の下框と内障子の上框は、見込み方向に離反しないように、見込み方向に係合自
在に構成されていることを特徴とする付記１に記載の上げ下げ窓。
［付記３］
　枠体と内障子と外障子とを備え
　枠体の下枠は、内障子の下框と対向する立設部（下枠遮蔽材）を有し、
　立設部は、内障子対向面に内障子下框に向けて開口した開口部を有し、
　その開口部内に熱膨張耐火材を備える
　ことを特徴とする付記１または付記２に記載の上げ下げ窓。
【００９５】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこれ
らの実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計の変更等が
あっても本発明に含まれる。
　また、上述の各図で示した実施形態は、その目的及び構成等に特に矛盾や問題がない限
り、互いの記載内容を組み合わせることが可能である。
　また、各図の記載内容はそれぞれ独立した実施形態になり得るものであり、本発明の実
施形態は各図を組み合わせた一つの実施形態に限定されるものではない。
【符号の説明】
【００９６】
　１　サッシ枠（枠体）
　２　外障子（上障子）
　３　内障子（下障子）
　５　バランサ
　５ｓ　係止部材
　５ｗ　ワイヤ
　６　シール部材（グレージングチャンネル）
　７　施錠金具（クレセント）
　９　熱膨張耐火材
　１１　上枠
　１１ｃ　垂下片
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　１２　下枠
　１３　右竪枠
　１４　左竪枠
　２１　上框
　２１ｂ　延出片
　２２　下框
　２３　竪框
　２４　竪框
　３１　上框
　３２　下框
　３３　竪框
　３４　竪框
　３５　パネル（ガラスパネル）
　３７　把持部（把手）
　６０　離れ防止金具（外障子上框と枠体の上枠を係合）
　６０ｂ　係合立設部（室外側）
　６０ｄ　係合立設部（室内側）
　６５　下枠遮蔽材
　６５ｄ　開口部
　１００　上げ下げ窓（防火用上げ下げ窓）
　２６０　溝

【図１】 【図２】
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